
長崎史談会公開講座

出
島
の
１
年
を
解
説

江戸期の出島の１年について
紹介する山口さん

　＝長崎市、県動労福祉会館

　
　
　
　
　
　
　
　
市
復
元
整
備
室
の
山
口
専
門
官

　
長
崎
史
談
会
（
原
田
博
二
会
一
を
迎
え
る
た
め
に
食
料
な
ど
の

長
）
の
本
年
度
第
２
回
長
崎
学
一
準
備
、
冬
至
と
正
月
の
祝
い
と

公
開
講
座
が
2
0
日
、
長
崎
市
桜
一
い
っ
た
年
中
行
事
が
あ
っ
た
。

町
の
県
勤
労
福
祉
会
館
で
あ
フ
　
年
が
明
け
る
と
商
館
長
ら
は

た
。
第
士
郎
で
市
出
島
復
元
整
一
江
戸
参
府
に
出
発
。
約
３
ヵ
月

備
ヅ
専
門
官
の
山
口
美
由
紀
さ
の
行
程
は
「
負
荷
の
大
き
な
旅

ん
が
「
出
島
の
四
季
と
行
事
」
　
だ
っ
た
」
。
そ
の
後
４
月
の
「
ジ

と
題
し
、
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
一
ャ
ガ
タ
ラ
占
領
記
念
日
」
や
５

で
み
ら
れ
た
季
節
ご
と
の
業
務
一
月
の
「
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
戦
勝
記

や
帽
例
に
つ
い
て
講
話
し
た
。
一
念
日
」
の
祝
い
を
経
て
、
ま
た

・
　
ナ
ラ
ン
ダ
船
が
入
港
し
た
ら
‐
‐
‐
６
月
の
オ
ラ
ン
ダ
船
入
港
を
迎

　
～
７
川
（
陰
暦
）
を
起
点
に
、
一
え
た
。

　
出
ハ
の
士
年
を
紹
介
。
新
し
い
Ｉ
　
山
口
さ
ん
は
「
オ
ラ
ン
ダ
入

　
商
㈲
長
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
品
一
が
書
い
た
書
物
か
ら
は
、
日
本

物
を
積
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
船
が
入

港
し
、
夏
は
長
崎
の
人
々
に
と

っ
て
貿
易
業
務
で
多
忙
な
時
期

と
な
っ
た
。

　
入
港
手
続
き
か
ら
世
界
情
勢

で
制
限
の
多
い
不
自
由
な
生
活

を
強
い
ら
れ
な
が
ら
も
、
オ
ラ

ン
ダ
人
た
ち
が
日
本
の
四
季
を

楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
読
み
取

れ
る
」
と
語
っ
た
。

を
伝
え
る
「
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
寸
　
第
２
部
で
は
原
田
会
長
が
長

の
佐
山
、
貿
易
品
の
検
査
、
入
一
崎
市
の
江
崎
べ
っ
甲
店
に
残
る

’
。
札
、
前
渡
し
な
ど
多
く
の
業
務
　
「
今
泉
町
宗
旨
改
踏
絵
帳
」
を

一
　
が
あ
り
、
山
口
さ
ん
は
「
各
年
‐
‐
･
調
査
し
て
分
か
っ
た
こ
と
を
紹

一
　
で
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
り
、
一
介
し
た
。
　
（
田
代
菜
淳
美
）

期
限
内
に
終
わ
ら
せ
る
の
は
大

変
た
っ
た
」
と
述
べ
た
。

八
辿
斜
リ
バ
ゾ

蔓
鼠
暑
「
Ｅ

一
　
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
に
と
っ
て
次
一
行
Ｅ
本
こ
ま
も
ま
や
地
点
と
し

　
の
夏
ま
で
「
退
屈
な
日
々
」
が
・
て
の
凱
副
な
い
い
・
し
か
し
ヽ
光

Ｔ
続
い
た
。
そ
れ
で
も
秋
に
な
る
　
景
と
し
て
ぶ
秘
境
な
ら
あ
る
・

　
と
長
崎
く
ん
ち
の
見
物
や
、
冬
・
仁
と
し
て
昭
和
3
0
年
代
の
1
0
年

・
日
り
ヽ
７
ぶ
‐
１
ぶ
Ｋ
十
？
｀
１
1
1
1
］
り
ｉ
Ｑ
Ｉ
ノ
’
一
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